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真
に
人
間
的
自
由
に
達
す
る
よ
う
な

美
術
教
育
を
求
め
て

ま
も
な
く
八
十
周
年
を
迎
え
る
武
蔵
野
美
術
大
学
は
、「
真
に
人
間
的
自

由
に
達
す
る
よ
う
な
美
術
教
育
」を
建
学
の
精
神
と
す
る
帝
国
美
術
学
校
の

創
立
以
来
、多
く
の
美
術
教
員
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
美
術
教
員
に
は
、
深
い
人
間
へ
の
洞
察
と
自
由
な
発
想
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
の
基
盤
は
武
蔵
野
美
術
大
学
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

で
育
ま
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
の
外
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
培
わ
れ
る
で

し
ょ
う
。
介
護
等
体
験
法
に
も
と
づ
く
七
日
間
の
体
験
と
教
職
課
程
の
演
習
科
目
と

を
結
合
し
た「
美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、
教
員
を
目
指
す
学
生
た
ち
に
、
法
令

が
求
め
る
よ
り
も
進
化
し
た
機
会
を
提
供
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
が

培
っ
て
き
た
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
社
会
福
祉
の
現
場
で
生
か
す
試
み
が
、
こ
れ

か
ら
の
美
術
教
育
の
あ
り
方
に
指
針
を
与
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
文
部
科
学
省
よ
り
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
本
年
度
の「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
教
職
員
・
学
生
に
と
っ
て
の
喜
び

で
あ
る
と
と
も
に
、
永
く
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
高
齢
者
、
障
害
者
、
施
設
職
員
の
皆

様
の
ご
援
助
の
お
陰
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
取
組
が
、
多
く
の
教

育
や
福
祉
に
携
わ
る
方
々
の
ご
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
考
え
、
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

│
│
│
│
│
│
学
長 

長
尾
重
武
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特
色
G
P
の
申
請
・
審
査
結
果
の
書
類
か
ら

取
組
名
称「
美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム 

造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
展
開
」

取
組
の
概
要

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
真
に

人
間
的
自
由
に
達
す
る
よ
う
な
美
術
教
育
」に
立
脚
し
て
、
現
代
社
会
の
課
題
を
担

う
美
術
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
介
護
等
体
験
法
の
趣
旨
を

踏
ま
え
つ
つ
、
美
術
教
育
の
専
門
性
を
生
か
し
た
本
学
独
自
の
取
組
と
し
て
、
小
平

市
内
の
六
つ
の
社
会
福
祉
施
設
の
提
携
に
よ
り
実
施
し
た
。
平
成
十
年
度
よ
り
八

期
八
年
、
造
形
学
部
七
学
科
約
八
〇
〇
人
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
特
に
、
新
し

い
美
術
教
育
の
可
能
性
と
し
て
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
位
置
づ
け
、
美
術
の
楽

し
さ
を
高
齢
者
・
障
害
者
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福

祉
施
設
で
の
実
践
と
通
年
の
演
習
を
組
み
合
わ
せ
て
教
育
課
程
上
に
位
置
づ
け
、

造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
と
そ
の
表
現
を
指
導
上
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
美

術
教
員
と
し
て
の
力
量
形
成
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

審
査
状
況
及
び
選
定
理
由

こ
の
取
組
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
真
に
人
間
的
自
由
に

達
す
る
よ
う
な
美
術
教
育
」に
立
脚
し
た
美
術
教
員
養
成
と
福
祉
施
設
と
の
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

具
体
的
に
は
教
諭
の
免
許
に
関
わ
る
介
護
体
験
を
、
美
術
と
福
祉
を
結
び
つ
け

る
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
形
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
位
置
づ
け
て
お

り
、
教
員
の
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
、
資
料
閲
覧
室
の
設
置
な
ど
に
よ
り
組
織
的
に

組
み
立
て
ら
れ
た
優
れ
た
特
色
あ
る
取
組
と
し
て
他
の
教
職
課
程
を
持
つ
大
学
の

参
考
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

今
後
、
外
部
の
評
価
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、
更
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
深
化
、
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

財
団
法
人
大
学
基
準
協
会「
審
査
結
果
に
つ
い
て
」二
〇
〇
六
年
八
月
四
日
付
よ
り

武
蔵
野
美
術
大
学
の
沿
革

武
蔵
野
美
術
大
学
は
、
造
形
学
部
十
一
学
科
と
通
信

教
育
課
程
四
学
科
、大
学
院
博
士
前
期
課
程（
修
士
課
程
）、

博
士
後
期
課
程
、
合
計
約
七
七
〇
〇
名
の
学
生
を
擁
す

る
わ
が
国
最
大
規
模
の
美
術
大
学
で
す
。
一
九
二
九（
昭

和
四
）年
に
創
立
さ
れ
た
帝
国
美
術
学
校
以
来
、
五
万
人

を
超
え
る
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

教
員
養
成
の
分
野
で
は
、
帝
国
美
術
学
校
で
は
師
範

科
を
開
設
し
て
中
等
教
員
の
養
成
を
行
い
、
戦
後
の
武

蔵
野
美
術
学
校
、
武
蔵
野
美
術
短
期
大
学（
武
蔵
野
美
術

大
学
短
期
大
学
部
）、
武
蔵
野
美
術
大
学
と
も
に
教
職
課
程

を
開
設
し
て
多
く
の
小
中
高
等
学
校
の
教
員
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
短
期
大
学
部
及
び
現
在
の
造

形
学
部
通
信
教
育
課
程
で
は
現
職
教
員
の
た
め
に
免
許

状
の
上
進
や
他
教
科
免
許
状
の
授
与
の
た
め
の
教
職
生

制
度
を
開
設
し
て
、
教
員
研
修
の
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
美
術
教
育
の
新
し
い

流
れ
で
あ
る
美
術
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ

い
て
も
、
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学
科
及
び
教
職
課
程
で

一
九
八
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア

的
実
績
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

特色 GP

特色ある大学教育支援プログラムの

略称。GPはGood Practiceの省略。

文部科学省が、大学教育の改善・充

実の観点から特色ある優れた取組を

選定し、選定された取組を広く社会

に情報提供することや財政支援を行

うもの。
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複
数
年
に
わ
た
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
全
学
を
横
断
し
た
広
が
り

●
法
令
の
根
拠
と
本
学
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
法
令
上
の
根
拠
は
、介
護
等
体

験
法
に
よ
っ
て
小
中
学
校
の
教
員
を
目
指
す
学
生
に
求
め
ら
れ
る

七
日
間
の「
介
護
等
体
験
」と
、
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
で
規

定
さ
れ
た
社
会
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
と
指
導
力
の
向
上
を

目
指
す「
総
合
演
習
」で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
は
、
介
護
等
体

験
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
割
り

当
て
ら
れ
た
社
会
福
祉
施
設
五
日
間
、
養
護
学
校
等
二
日
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、総
合
演
習
も
、さ
ま
ざ
ま
な

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、第
一
期
か
ら「
美
術
の
楽
し
さ
と
意
義
を
広
く
社
会
に
伝
え
る
使
命
」を
強
調
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
真
に
人
間
的
自
由
に
達
す
る
よ
う
な
美
術
教
育
」を
担
う
教
員
を
目
指
す
学
生
の
自
覚
と
能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

課
題
に
つ
い
て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
す
。

本
学
で
は
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い

て
、
小
平
市
内
の
六
つ
の
社
会
福
祉
施
設
と
提
携
し
て
年
間
を
通

じ
て
介
護
等
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
九
年
間
に
わ
た
る
交
流

は
、
施
設
と
大
学
と
の
間
の
顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
を
作
り
上
げ
、

高
齢
者
・
障
害
者
か
ら
み
て
も
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
が
来
訪

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
総
合
演
習
に
つ
い
て
も
、「
教
職
総
合
演
習
I
」と
し
て

三
十
名
程
度
の
四
ク
ラ
ス
を
開
設
し
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
の
研

究
や
発
表
、
討
議
な
ど
の
理
論
的
な
内
容
と
と
も
に
、
造
形
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
学
習
や
企
画
・
準
備
、
さ
ら
に
そ
の
記

録
と
表
現
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
教
員
と
し
て
の
指
導
力
量
の
向

上
を
目
指
す
実
践
的
な
内
容
を
も
つ
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
長
期
の
交
流
と
指
導
を
実
施

介
護
等
体
験
法
で
必
要
な
日
数
は
七
日
間
で
す
が
、
美
術
と
福

祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
四
〜
五
月
よ
り
施
設
側
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
始
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
施
設
に
行
く
こ
と
で
、
年

間
を
通
じ
て
施
設
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
う
関
係
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
は
半
年
で
実
施
さ
れ
る

「
総
合
演
習
」も
、
本
学
の「
教
職
総
合
演
習
I
」で
は
通
年
科
目
と

す
る
こ
と
で
、
四
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
長
い
期
間
の
学
習
と

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設
と
大
学
で
一
年
間
を
通

じ
た
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
年
次
の
学
生
が
参
加
し
ま
す

が
、
十
一
月
と
十
二
月
に
は
一
年
次
の
学
生
を
対
象
と
し
た
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
二
年
次
の
学
生
が
施
設
ご
と
の
内
容
を
説
明
す
る
こ
と

で
、
学
生
か
ら
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
を
行
い
ま
す
。
こ

う
し
て
、
複
数
年
に
わ
た
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、教
育
効
果
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

武蔵野美術大学の建学の精神

「真に人間的自由に達するような美術教育」

美術と福祉プログラムの教育課程上の位置づけ

美術と福祉プログラム
年間を通した造形ワークショップなどの研究と実践

選択履修

● 教職課程履修者（美術）対象

介護等体験法

7日以上の介護等体験

教育職員免許法

「総合演習」

教職総合演習 I
A～ D  4クラス

［通年 2単位］ 中学校・高等学校の美術教員の

教職課程認定の 7学科

造形学部 通学課程

● 日本画学科

● 油絵学科

● 彫刻学科

● 視覚伝達デザイン学科

● 工芸工業デザイン学科

● 空間演出デザイン学科

● 芸術文化学科

授業内容の連携

ワークショップ研究Ⅰ
［2単位］

ワークショップ研究Ⅱ
［2単位］

造形学部 通信教育課程

● 油絵学科

● 工芸工業デザイン学科

● 芸術文化学科

● デザイン情報学科

介護等体験
提携 6施設
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●用語解説

◎教育職員免許法

教育職員免許法施行規則に定められた「総合演習」として本学の「教職総合演習

I」が開設されています。同施行規則では「総合演習」は、「人類に共通する課題又

は我が国社会全体にかかわる課題のうち 1以上のものに関する分析及び検討並

びにその課題についての幼児、児童又は生徒を指導するための方法及び技術を

含むものとする」と規定されており、本学では社会福祉や美術ワークショップ等

の研究が演習の形態で実施されています。

◎介護等体験法

1997（平成 9）年に公布された「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係

年間を通じた取り組み

実施場所

1 年 大学

学年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

大学

施設

2年

実際の日程は社会福祉施設の日程により、それぞれ異なります。

教職総合演習 I（前期） 教職総合演習 I（後期）

年間を通じた造形ワークショップ・各種の行事の支援

● 

オリエンテーション
（2年生による説明の実施）

施設の内定

公開展示会
（2006年度より実施）

施設オリエンテーション

年度報告書の作成

る教育職員免許法の特例等に関する法律」の略称。1998年度から小中学校の教

員を目指す学生は、社会福祉施設や養護学校等での 7日間以上の介護等体験が

義務づけられました。

◎造形ワークショップ

ワークショップには作業所、工房、講習会などの意味がありますが、ここでは教

師が生徒に教える学校の教室スタイルの教育とは異なり、運営側のファシリ

テーター（活動を促進する人）が参加者の自主的な活動を支える営みをいいま

す。造形ワークショップでは、美術等の分野で参加者が造形の楽しさを享受す

ることを重視します。

武蔵野美術大学の建学の精神

「真に人間的自由に達するような美術教育」

美術と福祉プログラムの教育課程上の位置づけ

美術と福祉プログラム
年間を通した造形ワークショップなどの研究と実践

選択履修

● 教職課程履修者（美術）対象

介護等体験法

7日以上の介護等体験

教育職員免許法

「総合演習」

教職総合演習 I
A～ D  4クラス

［通年 2単位］ 中学校・高等学校の美術教員の

教職課程認定の 7学科

造形学部 通学課程

● 日本画学科

● 油絵学科

● 彫刻学科

● 視覚伝達デザイン学科

● 工芸工業デザイン学科

● 空間演出デザイン学科

● 芸術文化学科

授業内容の連携

ワークショップ研究Ⅰ
［2単位］

ワークショップ研究Ⅱ
［2単位］

造形学部 通信教育課程

● 油絵学科

● 工芸工業デザイン学科

● 芸術文化学科

● デザイン情報学科

介護等体験
提携 6施設



設置法人の名称 施設の種類施設の名称 美術と福祉プログラムの主要な内容

社会福祉法人ときわ会 身体障害者作業所等あさやけ作業所
障害児対象の「サマースクール」と各作業所での

共同作業などを補助する。

社会福祉法人緑友会 特別養護老人ホーム小川ホーム
入所部門の実習型の体験と行事に連動した造形

ワークショップなどを行う。

社会福祉法人黎明会 老人保健施設けやきの郷
各フロアごとの季節や行事に応じた飾り付けと

造形ワークショップなどを行う。

小平健成苑 社会福祉法人平心会 特別養護老人ホーム
造形ワークショップと行事のための装飾やデイ

サービスの補助などを行う。

やすらぎの園 社会福祉法人黎明会 特別養護老人ホーム
2グループに分かれて、入所者との造形ワーク

ショップや各種行事お手伝いなどを行う。

曙光園
社会福祉法人

全国スモンの会

重度身体障害者

更生援護施設

介護実習と「納涼の夕べ」に連動した飾り付けと

造形ワークショップなどを行う。

6

九
年
間
に
九
〇
〇
名
を
超
え
る
学
生
が
参
加

●
廊
下
で
の
指
導
か
ら
ス
タ
ー
ト

介
護
等
体
験
法
が
一
九
九
八（
平
成
十
）
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
と
き
、
本
学
で
は
短
期
大
学
部（
翌
年
に
改
組
転
換
の
た
め
に
募
集
停

止
）の
一
年
生
が
最
初
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
で
同
法
の
施
行
に
よ
る
混
乱
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、本
学
は
美
術
教
員
養
成
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針

で
の
ぞ
み
、「
美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
計
画
を
も
っ
て
近
隣
の

社
会
福
祉
施
設
に
呼
び
か
け
て
賛
同
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、第
一
期
は
教
育
課
程
上
の
位
置
づ
け
が
な
い
た

め
に
、
時
間
割
に
も
印
さ
れ
ず
、
割
り
当
て
教
室
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
時
間
帯
は
正
規
授
業
の
前
後
と
な
り
、午
前
八
時
や
午
後
六

時
か
ら
、担
当
教
員
で
あ
っ
た
高
橋
陽
一
研
究
室
で
学
生
た
ち
の
指

導
が
行
わ
れ
、造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
は
廊
下
が
使
わ
れ
る

と
い
う
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
た
い
し

大
学
と
し
て
改
善
を
行
い
、一
九
九
九
年
度
に
は
金
曜
日
五
時
限
目

の
時
間
割
上
に
明
記
し
て
教
室
を
確
保
し
、さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
度

に
は
単
位
を
授
与
し
な
い
演
習
科
目
、二
〇
〇
一
年
度
に
は
単
位
を

授
与
す
る
正
規
の
演
習
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
専
門
家
に
よ
る
少
人
数
指
導

通
年
二
単
位
の
演
習
科
目「
教
職
総
合
演
習
I
」で
は
、
障
害
児

教
育
や
児
童
福
祉
の
分
野
で
の
指
導
経
験
を
持
つ
造
形
ワ
ー
ク

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、第
一
期
か
ら
第
九
期
ま
で
に
九
三
一
名
の
造
形
学
部
学
生
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
他
に
旧
短
期
大
学
部
学
生
三
三
名
が
最
初
の
二
年
間
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、小
平
市
内
の
六
つ
の
社
会
福
祉
施
設
の
提
携
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
の
専
門
家
が
担
当
講
師
と
な
っ
て
指
導
に
あ
た
る
体
制

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、施
設
別
に
三
十
名
程
度
の
ク
ラ
ス
と
す
る

こ
と
で
、大
学
内
の
演
習
と
施
設
で
の
介
護
等
体
験
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、担
当
教
員
と
と
も
に
施
設

を
訪
問
し
た
り
、施
設
職
員
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
や
課
題
を
大
学
の

演
習
で
話
し
あ
っ
た
り
、大
学
で
準
備
し
た
企
画
を
学
生
た
ち
が
施

設
に
提
案
し
た
り
と
い
っ
た
相
互
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
教
職
資
料
閲
覧
室
を
設
置

ま
た
、
少
人
数
の
指
導
を
実
質
化
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
準
備

を「
表
現
と
記
録
」を
重
視
し
た
学
生
の
主
体
的
な
学
習
活
動
と
す

る
た
め
、一
九
九
九
年
四
月
に
は

教
職
資
料
閲
覧
室
が
新
た
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
教
職
資
料
閲

覧
室
は
、教
職
関
係
の
図
書
や
過

去
の
介
護
等
体
験
の
記
録
類
を

備
え
た「
閲
覧
室
」、演
習
や
準
備

を
行
う「
演
習
室
」、造
形
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
教
材
と
記
録
を
保

管
す
る「
資
料
室
」の
三
室
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資

料
閲
覧
室
の
機
能
に
よ
っ
て
、学

小平市内の 6 つの提携社会福祉施設



やすらぎの園

1 (6)

12

14

20

21

22

16

18

19

143 (6)

けやきの郷

(8)

25

20

21

16

19

17

20

20

158 (8)

あさやけ作業所

(8)

20

20

35

27

29

28

33

32

224 (8)

期及び実施年度

第 1期 1998（平成 10）年度

第 2期 1999（平成 11）年度

第 3期 2000（平成 12）年度

第 4期 2001（平成 13）年度

第 5期 2002（平成 14）年度

第 6期 2003（平成 15）年度

第 7期 2004（平成 16）年度

第 8期 2005(平成 17)年度

第 9期 2006(平成 18)年度

合　計

小川ホーム

(5)

31 (1)

20

27

18

24

21

23

22

186 (6)

小平健成苑

5

11

20

16

21

19

17

19

128

曙光園

(5)

12

9

12

8

14

13

11

13

92 (5)

小計

1 (32)

105 (1)

94

135

106

129

114

122

125

931 (33)

（）内は短期大学部学生数で外数
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生
が
社
会
福
祉
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
学
習
を
行
っ
た
り
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
自
主
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
作
業
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

●
通
信
教
育
課
程
へ
広
が
る

通
学
課
程
で
ス
タ
ー
ト
し
た
美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、小
平

市
内
の
施
設
と
の
日
常
的
な
提
携
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、全
国
各
地
に
社
会
人
学
生
が
い
る
通
信
教
育
課
程

で
は
、介
護
等
体
験
は
多
く
の
大
学
と
同
じ
く
社
会
福
祉
協
議
会
や

教
育
委
員
会
を
通
じ
た
手
続
に
よ
り
実
施
す
る
方
式
し
か
で
き
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
多
く
の
教
職
課
程
履
修
者
が
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
あ
り
方
を
理
解
し
て
実
践
的
な
力
量
を
養
成
す
る
た
め
に
、
美

術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
蓄
積
を
生
か
し
た
教
科
書『
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
実
践
研
究
』を
刊
行
し
て
、二
〇
〇
二
年
度
か
ら「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
研
究
I
」、
翌
年
度
か
ら「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
究
II
」を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
科
目
は
文
部
科
学
省
に
よ
り
教
職
課

程
の「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」と
し
て
認
め
ら
れ
、ま
た
教

職
課
程
履
修
者
以
外
の
学
生
に
も
選
択
履
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

期及び実施年度 履修者数

美術と福祉プログラムの 9 年間の歩み

第 1 期

1998（平成 10）年度

第 2 期

1999（平成 11）年度

第 3 期

2000（平成 12）年度

第 4 期

2001（平成 13）年度

第 5 期

2002（平成 14）年度

第 6 期

2003（平成 15）年度

第 7 期

2004（平成 16）年度

第 8 期

2005（平成 17）年度

第 9 期

2006（平成 18）年度

9期合計

1 名

（短大 32 名）

105 名

（短大 1 名）

94 名

135 名

106 名

129 名

114 名

122 名

125 名

931 名

（短大 33 名）

5施設との提携で初めての実施

教職資料閲覧室を開設

6施設に拡大、金曜日 5時限目に

「教職総合演習 I」複数クラスに

「教職総合演習 I」2単位科目に

通信教育課程

「ワークショップ研究 I」開設
『ワークショップ実践研究』刊行

通信教育課程

「ワークショップ研究 II」開設

美術と福祉プログラム参加学生数内訳
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四
ク
ラ
ス
の
少
人
数
の
活
動
を
支
援
す
る
担
当
教
員

六
つ
の
施
設
と
四
つ
の
ク
ラ
ス
を
結
ん
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者 

教
授 

高
橋
陽
一

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
課
程
と
し
て
の
眼
目
は
、
介

護
等
体
験
と
大
学
の
授
業
科
目
を
組
み
合
わ
せ
て
、
社
会
福
祉
施

設
で
の
活
動
と
大
学
で
の
継
続
的
な
指
導
を
結
合
し
た
点
に
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
構
想
し
た
一
九
九
八（
平
成
十
）
年

度
の
第
一
期
か
ら
の
特
徴
で
す
が
、
初
年
度
、
大
学
で
の
課
外
の
指
導
と
し
て
一
人
だ
け
で

担
当
し
て
い
た
こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
指
導
が
時
間
割
に
組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
正
規
の
演
習

授
業
と
し
て
の
四
ク
ラ
ス
編
成
へ
と
な
る
な
か
で
多
く
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、
岩
崎
清
講
師
、
葉
山
登
講
師
、
杉
山
貴
洋
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
生

か
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
点
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
研
究
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉

の
課
題
の
理
解
に
お
い
て
も
、効
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
四
つ
の
ク
ラ
ス
と
六
つ
の
社
会
福
祉
施
設
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
各
施
設
と
課
題
や
反
省
の
共
有
を
行
い
、
各
ク
ラ
ス
を
通
じ

た
研
究
課
題
と
次
年
度
に
向
け
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
、
年
間
を
通
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
調
整
を
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
担
当
教
員
と
し
て
の
中
心
的
な
活
動

で
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
外
部
評
価
委
員
会
の
方
々
や
各
分
野
の
専
門
の
講
師
に
よ
る
御
教
示

を
賜
り
、
大
学
外
に
も
一
層
開
か
れ
た
視
野
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
学
生
自
身
に
よ
る
表
現
と
記
録
の
機
会
と
し
て
深
み
を
増
す
よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、少
人
数
の
ク
ラ
ス
、さ
ら
に
施
設
ご
と
の
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
多
彩
な
実
践
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
各
ク
ラ
ス
の
担
当
講
師
と
取
組
責
任
者
が
連
携
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

たかはしよういち 武蔵野美術大学常務理事・学長補佐・教授。教育学 ( 日本教育史、国学 )

を専攻。著書に『道徳教育講義』( 武蔵野美術大学出版局 ) ほか。

仲
間
と
行
動
し
な
が
ら
全
身
で
考
え
記
録
す
る

教
職
総
合
演
習
I
A
・
D
担
当 

講
師 

葉
山 

登

私
が
担
当
し
て
い
る
二
ク
ラ
ス
で
は
、
学
生
た
ち
に「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
こ
と

の
実
際
」を
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
グ
ル
ー
プ
活
動
を
基
本
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
手
始
め
に
行
っ
て
い
る
の
が
共
同
制
作「
オ
リ
ジ
ナ
ル
色
紙
で
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
で

す
。
色
彩
と
フ
ォ
ル
ム
に
よ
る
表
現
活
動
は
、
自
身
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
さ
ら
け
出
さ

せ
る
性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
互
い
を
深
く
理
解
し
合
う
絶
好
の
機
会
と
な
り
、
以
後

の
活
動
を
円
滑
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

次
に
行
う
の
は
施
設
や
利
用
者
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
る
レ
ポ
ー
ト
課
題
で
す
。
知
識
を

広
げ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
施
設
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
新
し
い
情
報
を
受

け
入
れ
る
力
、そ
し
て
他
者
へ
の
想
像
力
を
高
め
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
は
美
術
の
楽
し
さ
を
施
設
で
活
か
す
交
流
企
画
の
立
案
で
す
。
企
画
を
立
て
、

試
作
を
作
り
、
企
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
具
体
化
の
過
程
を
学
び
、
行
動
し
な

が
ら
全
身
で
考
え
る
こ
と
を
体
験
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
準
備
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
等
体
験
に
臨
み
、

体
験
中
は
日
誌
、
体
験
後
は
交
流
企
画
実
施
の
様
子
や「
体
験
を

終
え
て
」の
レ
ポ
ー
ト
が
課
さ
れ
ま
す
。
最
後
は
総
ま
と
め
の
文

集
作
り
で
す
。
学
生
た
ち
は
一
年
間
の
記
録
を
何
度
も
読
み
返

し
過
程
を
振
り
返
る
機
会
を
得
ま
す
。
こ
う
し
た
一
年
間
の
演

習
に
よ
っ
て
、
学
生
た
ち
が
自
ら
の
成
長
を
自
覚
し
、
自
身
と
仲

間
の
存
在
を
肯
定
し
、「
私
に
も
で
き
る
」と
い
う
自
己
の
可
能
性

の
発
見
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

はやまのぼる 武蔵野美術大学非常勤講師、色彩造形研究所所長。彫刻・美術教育学専攻。

著書に『色彩造形教育の実践』( はる書房 ) ほか。
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人
間
性
豊
か
な
教
師
に
な
る
た
め
に

教
職
総
合
演
習
I
C
担
当 

講
師 

岩
崎 

清

小
川
ホ
ー
ム
で
の
介
護
等
体
験
の
実
習
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち

が
未
体
験
の
社
会
経
験
を
積
み
重
ね
て
、
自
分
を
見
直
し
、
自
己

変
革
の
道
を
歩
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
般
社
会
と
は
離
れ
た
施
設
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
や
認

知
症
の
人
び
と
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
習
生
は
意
思
の
疎

通
の
困
難
さ
を
考
え
、
生
命
や
老
齢
そ
し
て
孤
独
な
ど
人
間
の
宿
命
を
思
い
、
家
庭
や
共

生
の
意
味
を
問
い
直
し
、
思
い
や
り
や
優
し
さ
が
い
か
に
社
会
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
潤

滑
油
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
な
ど
に
気
づ
く
。
ま
た
、
実
習
中
に
、
高
齢
者
な
ど
が
普
段

経
験
し
た
こ
と
の
な
い「
美
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
践
し
、
学
生
は「
美
術
」を
介
在
に
し
て

入
居
者
と
と
も
に
新
鮮
な
感
動
を
分
か
ち
合
う
。
そ
う
し
た
体
験
は
、
学
生
に
他
者
と
の

差
異
、
生
き
る
こ
と
、
共
生
、
人
間
が
生
を
営
む
に
あ
た
っ
て
、
も
っ
と
も
根
本
的
な
事
柄

は
何
で
あ
る
か
、
そ
し
て
ま
た
美
術
が
も
つ
力
な
ど
に
つ
い
て
深
く
思
索
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が「
介
護
等
体
験
」で
学
生
が
獲
得
す
る
教
科
の
内
容
で
あ
る
。

学
生
の
実
習
が
実
り
あ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
教
科
の
演
習
は
、
前
期
で
は
介

護
実
習
の
高
齢
者
施
設
な
ど
に
お
い
て
実
践
す
る「
美
術
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
制
作
を
中

心
に
構
成
さ
れ
、
後
期
は
学
生
が
そ
の
介
護
等
体
験
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
自
他
と
の
差
異

の
発
見
・
自
己
変
革
・
新
た
な
自
己
の
発
見
を
柔
軟
な
教
育
思
想
へ
と
教
化
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
授
業
の
構
成
に
よ
っ
て
、「
介
護
」の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
は
、
子
ど
も
に
対
す

る
視
点
へ
と
質
的
に
転
換
さ
れ
、
将
来
、
中
・
高
校
の
教
師
と
し
て
立
つ
学
生
の
人
格
形

成
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
こ
の「
介
護
等
体
験
」は
、柔
軟
で
、

幅
広
く
、
深
み
の
あ
る
教
師
と
な
る
た
め
の「
基
礎
」を
築
き
上
げ
る
実
践
的
な
修
業
過
程

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

いわさききよし 武蔵野美術大学非常勤講師。文学を専攻。単著『ブルーノ・ムナーリのアートと遊ぼう』、共著『四本

足のにわとり』、共訳『芸術による教育』（ハーバート・リード著）ほか。

制
作
を
通
じ
て

教
職
総
合
演
習
I
B
担
当  

講
師 

杉
山
貴
洋

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
学
生
は
、
重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
・
曙
光
園
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
小
平
健
成
苑
で
実
習
を
し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
施
設
は
、
入
所
者
の
年

齢
も
生
活
も
異
な
り
、
そ
の
背
景
も
大
き
く
違
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
制
作
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
習
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
頭
と
体
を
つ
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
な
ど
を
用
い
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
な
造
形
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
る
よ
う
な

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

曙
光
園
で
は
、
入
所
者
の
方
と
一
緒
に
、
納
涼
祭
に
飾
る
野
外
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
、
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
ま
す
。
今
年
は
、こ
の
テ
ー
マ
で
い
き
た
い
、イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、

ど
う
や
っ
て
作
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
入
所
者
の
方
と
学
生
の
や
り
取
り
か
ら
実
習

が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
小
平
健
成
苑
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
を
学
生
自
身
が
行
い
ま
す
。
そ
の
日
に

よ
っ
て
、
状
況
が
変
化
す
る
た
め
、
柔
軟
な
す
す
め
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
思
い
出
に
残
る

も
の
が
喜
ば
れ
る
た
め
、
実
用
的
で
親
し
ま
れ
る
も
の
を
提
案
し
ま
す
。
作
品
が
完
成
し
、

飾
ら
れ
る
こ
と
が
、ご
家
族
へ
の
励
み
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

実
習
を
終
え
る
と
、
お
礼
の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を
贈
っ
た
り
、
美
大
の
芸
術
祭
に

招
待
を
し
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
持
ち
ま
す
。

一
方
で
、
実
習
の
体
験
を
紙
芝
居
で
演
じ
、
後
輩
や
、
所
属
す
る

研
究
室
に
伝
え
る
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
自
分

た
ち
の
専
門
性
と
介
護
の
実
習
が
、
ど
こ
か
で
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
を
、
体
験
を
通
じ
て
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
特
別
な
こ

と
で
も
、
他
人
ご
と
で
も
な
い
、
個
人
を
尊
重
す
る
と
い
う
当
た

り
前
の
こ
と
を
受
け
止
め
た
と
き
、
他
者
に
対
す
る
思
い
や
り
が

生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

すぎやまたかひろ 武蔵野美術大学非常勤講師、白梅学園大学専任講師。編集『ワークショップ実践研究』( 武蔵野美

術大学出版局 ) ほか。



造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

　
　

目
に
見
え
な
い
準
備
が
大
切

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
に
と
っ
て
最

大
の
企
画
は
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
造
形
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
大
学
で
の
教
室
ス
タ
イ
ル
の
美
術
教
育
と
は

異
な
り
、
運
営
に
あ
た
る
側
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
活
動
を

促
進
す
る
人
）
と
し
て
一
歩
退
き
、
教
え
る
の
で
は
な
く
活
動

を
援
助
す
る
側
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
い
っ

そ
う
綿
密
な
準
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
高
齢
者
や
障
害
者
の

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
配
慮
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
十
分
な
準
備
を
大
学
で
行
い
ま
す
。
ま
ず
教

職
総
合
演
習
I
の
各
ク
ラ
ス
で
は
、
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て
の
学
習
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
施
設
の
受

入
日
程
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
共
同
作
業
に
向
け

て
の
体
制
づ
く
り
や
準
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
一
つ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
を
行
う
と
き
に
も
、
事
前
に
実
物
の
見
本

を
作
成
し
、
分
か
り
や
す
い
企
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
こ
う

し
た
準
備
を
し
た
上
で
、
ま
ず
施
設
の
担
当
職
員
を
訪
ね
て

説
明
を
行
い
、意
見
を
伺
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、現
場
の
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
内
容
を
変
更
し
た
り
、
工
夫
し

た
り
す
る
の
で
す
。

ま
た
、
実
際
の
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
な
援
助
を
行

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
手
を
動
か
す
こ
と
が
困
難
な
方
の
場
合
は
、

学
生
が
対
話
し
な
が
ら
目
の
前
で
作
っ
て
み
る
と
い
う
の
も
、
実

は
共
同
作
業
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
表
現
の
プ
ロ
セ
ス

共同制作コラージュ

教職総合演習 I のはじめの時期、まず学生はグループごとの共同作業の体制を作るために、大学の教室内でコラージュ（紙などを組

み合わせる表現技法）の制作をしています。仲間と一緒に行動し、共同制作のあり方や、協力し合う意味を考えます。
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交流企画プレゼンテーション

施設の担当職員の方に造形

ワークショップの企画を学

生が説明している様子です。

見本や企画書を提示して、説

明していくプロセスも大切

な学習となります。

を
文
章
で
記
録
し
、
大
学
に
も
ど
っ
て
教
職
総
合
演
習
I
の
ク
ラ

ス
内
で
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
や
報
告
集
の
作
成
な
ど

を
行
い
、
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
を
自
分
た
ち

の
経
験
と
し
て
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。

交流企画「でんでん太鼓」

造形ワークショップに先立っ

て作成された実物見本と企画

書です。見本は、参加する高

齢者や障害者の皆さんに興味

をもってもらうためにも丹念

に作成します。また企画書は、

施設の職員の方に安全性など

を検討していただくために

も、分かりやすく図入りで作

成します。

交流企画を練る

教職総合演習 I では、ワーク

ショップに先立って、グルー

プごとに話し合ったり、それ

をプランとして作成すること

を重視しています。

事前準備の発表

グループごとに準備したプラ

ンを教室で発表している様子

です。緊張する場面ですが、口

頭での表現、プレゼンテーショ

ンの能力も、教員になるために

は大切な経験となります。

曙光園でのワークショップ

活動から

武蔵野美術大学芸術祭に訪

問する車椅子利用者のご案

内をしました。また「納涼

の夕べ」の飾り付けのお手

伝いをしました。
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社
会
福
祉
施
設
で
美
術
の
楽
し
さ
を
生
か
す

●
壁
画
づ
く
り
の
工
夫

二
〇
〇
五
年
度
の
大
き
な
取
組
と
し
て
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
あ
る
や
す
ら
ぎ
の
園
で
の
壁
画
づ
く
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

施
設
の
地
下
一
階
の
入
浴
施
設
は
、
高
齢
者
の
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
介
護
の
場
で
す
が
、
そ
こ
に
通
じ
る
廊
下
の
壁
面
は
、
暗
く
て

じ
め
じ
め
し
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、施
設
長
さ
ん
か

ら
学
生
た
ち
に
壁
面
を
塗
り
替
え
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
検
討
を
重
ね
、
明
る
い
サ
バ
ン
ナ
の
壁
画
に
す
る
こ
と
を

話
し
合
い
、長
い
時
間
を
掛
け
て
壁
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

効
果
で
地
下
の
廊
下
は
、
楽
し
い
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、社
会
福
祉
施
設
の
行
事
日
程
に
対
応
し
た
ポ
ス
タ
ー

づ
く
り
や
飾
り
付
け
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
施
設
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
の
意
欲
と
能

力
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
美
術
の
楽
し
み

を
分
か
ち
合
う
た
め
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

●
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
て

ま
た
、
社
会
福
祉
施
設
と
大
学
と
の
日
常
的
な
連
絡
の
ほ
か
、
毎

年
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
が
施
設
を
訪
問
し
、
年
度
ご
と
の
反
省
や

改
善
点
を
検
証
し
て
、
翌
年
度
に
生
か
す
取
組
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
そ
う
し
た
取
組
を
一
層
組
織
的
に
行
う
た
め
に
、各
施

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
で
は
な
く
、社
会
福
祉
の
現
場
で
の
介
護
・
介
助
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
を
専
攻
す
る
学
生
と
し
て
、社
会
福
祉
施
設
で
の
活
動
を
支
援
す
る
試
み
も
行
い
ま
す
。

老人保健施設・けやきの郷でのオリエンテー

ションの様子。介護等体験に先立って、4～

5月にクラス単位で施設を訪問してオリエン

テーションを受けます。実際の介護や造形ワー

クショップの前に、担当職員の方から説明や

諸注意を受けることで、大学内での準備にも

計画的に取り組むことができます。

けやきの郷の 2階、食堂の柱の飾り付けです。四季や行事に対応した変化を重視することで、高齢者のみなさんの毎日の

生活に刺激を与えることをねらいとして工夫しています。



設
の
代
表
者
と
専
門
家
に
よ
る「
美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
部

評
価
委
員
会
」を
二
〇
〇
六
年
十
月
か
ら
設
置
し
て
、
改
善
の
た
め

の
提
言
を
受
け
る
場
と
し
て
い
き
ま
す
。

やすらぎの園地下 1階の廊下壁画

2005年度に完成した特別養護老人ホームやす

らぎの園の壁画です。以前は左の写真のように

白い壁だけで全体に暗い雰囲気ですが、入浴施

設への廊下を明るく楽しくすることを目的とし

て、学生たちが上の写真のように制作活動を行

いました。下の写真のように、分かりやすく明

確なモチーフを使って壁画が完成しました。



社
会
福
祉
施
設
で
美
術
の
楽
し
さ
を
生
か
す

●
日
常
の
実
践
を
記
録
す
る

社
会
福
祉
施
設
で
の
活
動
は
、
必
ず
日
誌
に
記
録
し
て
、
施
設
の

職
員
の
方
々
に
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
造
形
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
各
種
活
動
の
記
録
を
作
成
し
ま
す
。
こ
う
し
た
記
録

作
成
は
、
教
員
と
し
て
の
文
章
表
現
能
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

造
形
活
動
を
客
観
化
し
て
経
験
を
伝
え
合
う
た
め
に
も
大
切
な
プ

ロ
セ
ス
と
な
り
ま
す
。

ま
た
記
録
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
人
権
や
個
人
情

報
の
保
護
を
学
ぶ
た
め
の
貴
重
な
場
と
な
っ
て
お
り
、
個
人
の
尊

厳
や
社
会
連
帯
の
理
念
を
考
え
る
た
め
に
も
重
要
な
学
習
プ
ロ
セ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
記
録
を
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る

一
人
ひ
と
り
の
記
録
は
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
形
で「
教
職
総
合
演

習
I
」の
各
ク
ラ
ス
で
の
指
導
に
活
用
さ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の

記
録
を
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
表
現
の
工
夫
が
行
わ
れ

ま
す
。
年
度
末
に
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
成
す
る
報
告
書
は
、

文
章
表
現
の
み
な
ら
ず
、
表
紙
や
説
明
図
に
も
工
夫
し
て
、
翌
年
度

以
降
の
学
生
た
ち
が
参
考
に
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
う
し
た
報
告
書
は
施
設
の
職
員
の
方
々
に
も
手
渡
さ
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は「
記
録
と
表
現
」を
重
視
し
て
い
ま
す
。

「
記
録
と
表
現
」に
は
、造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
に
よ
る
表
現
を
記
録
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
、

そ
の
記
録
を
さ
ら
に
表
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
二
つ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

介護等体験報告書

毎年度の各クラス・施設・グループごとの介護等体験報

告書は、参加した学生たちにとって大切な宝物になるだ

けではなく、大学と社会福祉施設を通じた財産です。教

職資料閲覧室に保管され、翌年度以降の学生たちにとっ

て一番の参考書となります。
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ま
た
、
一
年
生
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
も
、
各
ク
ラ
ス
の
経
験
を
伝
え
る
た
め
に
、
報
告
書
や
口
頭
で

の
説
明
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。
紙
芝
居
の
作
成
に
取
り
組
む
ク

ラ
ス
で
は
、
一
〇
〇
名
規
模
の
学
生
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
表
現

す
る
方
法
、
さ
ら
に
は
言
葉
と
絵
に
よ
る
表
現
の
工
夫
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
指
導
に
当
た
る
教
員
も
、
学
生
た
ち
の
表
現
と
工
夫
の
成

果
を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
も
努
力
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
に

は
、
教
科
書『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
践
研
究
』を
刊
行
し
て
、
多
く
の

成
果
を
通
信
教
育
課
程
の
学
生
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

『ワークショップ実践研究』

高橋陽一監修『ワークショップ実践研究』（2002年、武蔵野美術大学出版局、A5判、200頁）

美術と福祉プログラムの成果に基づいて、担当教員を中心にした執筆者により刊行しまし

た。生涯学習や海外での例をも収録して造形ワークショップの実例を広く紹介し、教科書

としての内容の充実をはかりました。

紙芝居

さまざまな体験を文字以外の手段で記録して表現することも、美術教員を目指す学生にとっ

て大切な学習となります。紙芝居の作成は、グループごとの話し合いによる共同制作です。

毎年度の 1年生のためのオリエンテーションでは注目を集めるイベントとなっています。



美
術
と
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム  

概
要
紹
介

武
蔵
野
美
術
大
学

二
〇
〇
六
年
度  

文
部
科
学
省
選
定

特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
G
P
）

美術と福祉プログラム・スタッフ一覧

学長　　長尾重武

取組責任者　常務理事・学長補佐　高橋陽一

教職総合演習 I

 C クラス担当講師 岩崎 清

 ADクラス担当講師 葉山 登

 Bクラス担当講師 杉山貴洋

ワークショップ研究 I・II（通信教育課程）

 講師　岩崎 清

 講師　前田ちま子

 講師　杉山貴洋

教職課程研究室

 教授　大坪圭輔

 教授　伊東 毅

 教授　高橋陽一

教務部（担当事務局）

 教務部長　白石美雪

 教務部事務部長　羽生龍彦

 授業担当課長　福本 章

 同課長補佐　杉本貴美

 同主管　中村昌彦

教職資料閲覧室

 嘱託　吉岡美樹

 嘱託　赤羽麻希

外部評価

 美術と福祉プログラム外部評価委員会（8名）

連絡調整

 教務学生生活委員会（24名）

 通信教育課程教務委員会（26名）
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